
緒言

総務省が実施した令和3年社会生活基本調査によると、10歳以上の日本人の平均的な
就寝時間は23時12分であり、当院の消灯時間21時と比較すると約2時間の相違があ
る。
消灯時間に関しては、主に精神科病院での研究において21時より22時へ延長したこ
とで患者の睡眠満足度が向上したことが示唆されている。本研究では一般科病院であ
る当院において、試験的に消灯時間を22時に延長し、患者の睡眠満足度を調査した
ので結果を報告する。

目的

一般科病院である当院において、消灯時間を延長したことによる患者の睡眠満足度を
明らかにする。

調査方法

期間 202X年9月から1ヶ月

対象 当院消化器内科病棟入院中の患者

方式 無記名自記式アンケート調査

分析 記述統計

倫理的
配慮

対象者には個人が特定されない無記名のアンケートであること、医療
サービスの質の向上およびそれを目的とした研究のみに利用すること、
研究協力への同意はアンケートの回答をもって得たものとすることを書
面で説明した。
本研究は当院の倫理審査委員会の承認を得た（承認番号R06-2-56）。

結果 アンケート回答データ

回答数 59名（配布数136枚 回収率43.4％）

回答者 患者本人53名（89.8％）、患者家族2名（3.4％）、未回答4名（6.8％）

年代 50歳代以下9名（15.3％）、60歳代16名（27.1％）、70歳代24名（40.7％）、80歳代7名（11.9％）

考察
21時消灯は「自宅での就寝時間」や「希望の就寝時間」と大きく異なることから、
患者のライフスタイルや希望に即していないと考える。一方で、22時消灯について
は42名が「ちょうど良い」と回答しており、理由として「自宅の就寝時間と近い」
が28名、「余裕を持って就寝の準備が出来る」が11名であったことから、満足な睡
眠の獲得や希望に即しており、患者の睡眠満足度は高いと考えられる。
先行研究においても22時への変更が睡眠満足度を向上させることを示唆しており、
一般科病院においても同様のことが言えると考える。
本調査は消化器内科のみを対象とした点が研究の限界であり、他診療科および他院
における状況調査等が今後の課題と言える。

結論

本調査結果から、消灯時間を21時から22時へ延長することにより患者の睡眠満

足度の向上が示唆された。

今後は消灯時間変更に伴う眠剤の使用回数やせん妄発生率、看護業務の負担軽減

などを調査し、より良い看護ケアを考え実践していきたい。

【日本看護学会利益相反（COI）開示】
本演題の発表に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業などはありません。

自宅での就寝時間は、「22時頃」「22時以降」が合わせて68％であった。希望の消灯時間は、「22時」「22時以降」が合わせて68％であった。22時消灯はどう思うか
についても、「ちょうど良い」が73％であり、その理由として「自宅の就寝時間と近い」「余裕を持って就寝の準備が出来る」「余暇時間に当てられる」という意見が
多く聞かれた。

22時消灯における睡眠状況について、「ぐっすり眠れた」「割合よく眠れた」が合わせて59％であった。眠れた理由は、「自宅との就寝時間と近い」「余裕を持って就
寝の準備が出来た」「翌朝の目覚めが良い」の順に多く、眠れなかった理由は、消灯時間以外の要因が多かった。

・21時より22時の方が良いと思う。最後にお風呂に入った時など慌てなくて済む。
・消灯時間が少しでも遅い方が周りの方を気にしないでトイレに行けるのでストレスにならない。
・病院ということを考えると少し早めの消灯が良いかと思う。
・ベッドライトが付いているので（21時でも）問題ないと思う。早く寝たい人は明るくて眠れない思う。
・夜はもっと低照度の方が良いと思う。
・必要の無い電気は消すこと。
・朝は正しく6時に照明が付くが、夜は22時になっても照明が付いたままの日が多くあった。
・SDGｓを心配する意見 など
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「眠りが浅かった」「眠れなかった」と
回答した理由

「体調により違う」
「雑事が無く、眠りに入れた。
家族との兼ね合い無く眠りに
専念できた」

「自宅同様明るい部屋で読書が
できた」

「寝るしかないから」

「同室者の大きな声や夜中の物音で
目がさめてしまう」

「体調があまり良くなかった」
「毎日浅い」
「特にない」
「いつもの時間と違うのと、寝る前に
飲む薬が違う」

「体がいたい」
「2時間おき位にトイレに行くので、
消灯時間が何時でも同じかな。
→個室だからです」

「少し寒かった」
「身体の調子がすぐれない」
「下痢のため」
「（寝具が）初日硬すぎ」
「お隣の患者のいびきがすごかった」
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